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W138a ASTRO-H搭載　硬X線望遠鏡 (HXT)の開発の現状 VI
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国際X 線天文衛星 ASTRO-Hは 2015年打ち上げ予定の日本の科学衛星である。この衛星には 10 keV 以上で
撮像可能な硬X 線撮像システムが搭載される予定であり、我々は、この中の硬X 線望遠鏡 ( HXT)の開発を行っ
ている。HXTは、ウォルター I 型光学系の回転放物面、回転双曲面の 2段それぞれを円錐で近似し、それを多層
同心円状に配置する薄板多重望遠鏡構造を持つ。HXTの大きな特徴は、反射鏡表面に Pt/C 多層膜（ スーパー
ミラー）を成膜していることであり、これにより単層膜では難しい 10 keV以上の硬X 線での集光を可能とした。
HXTは２台搭載される予定であり、１号機の組上げ、環境試験、ならびに地上性能評価は昨年度に終了した

（2013年春季年会報告）。現在、主に HXT２号機の製作を行っており、今年の 4月、５月に HXTミラー部の組
み上げ、5月下旬に大型放射光施設 SPring-8にてミラー部光学系の最終調整を行った。この時に得たミラー部の
性能（速報値）は、30 keVで結像性能　 1.76～1.78 分角（HPD）、有効面積　約 180 cm2であった。今後、プ
リコリメータ部をミラー部に搭載した後、SPring-8にて光学系として最終調整を行う予定である。
本講演では、HXT開発の現状ならびに今後の予定等について報告する。


